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れ
て
以
来
、
分
限
帳
の
史
料
的
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

筆
者
に
お
い
て
は
両
氏
の
業
績
を
受
け
て
一
部
で
は
あ
る
が
「
士
帳
」
の

分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
文
禄
～
慶
長
期
に
お
け
る
宇
喜
多
氏
家
臣
団

上
層
部
の
大
規
模
な
異
動
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た５。
そ
の
過
程
に
お
い

て
宇
喜
多
氏
家
臣
団
内
の
寄
親
寄
子
の
組
（
以
下
「
組
」
と
表
記
す
る
）

の
編
成
規
模
の
差
異
に
注
目
す
る
に
至
っ
た
。「
士
帳
」
に
は
十
二
の
組

が
表
記
さ
れ
る
が
、
譜
代
重
臣
に
率
い
ら
れ
た
軍
事
的
中
核
を
担
う
編
成

と
見
ら
れ
る
組
（
六
組
）
と
、
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
編
成
の
小
さ
い
組
に

大
別
さ
れ
る
。
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
作
成
さ
れ
た
「
士
帳
」
に
は

文
禄
以
降
の
家
臣
団
の
大
規
模
な
変
動
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
規

は
じ
め
に

　

豊
臣
政
権
下
に
お
け
る
宇
喜
多
氏
権
力
構
造
の
解
明
に
つ
い
て
は
家
臣

団
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
中
心
に
近
年
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
最
た
る
も
の
は
大
西
氏１、
森
脇
氏２の
論
考
で
あ
ろ
う
。
両
氏
の
業
績

を
受
け
つ
つ
更
な
る
研
究
の
深
化
を
求
め
る
現
状
に
お
い
て
、
近
世
の
写

本
で
は
あ
る
が
史
料
と
し
て
宇
喜
多
氏
分
限
帳
の
分
析
、
検
討
は
有
効
な

手
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
森
脇
氏
に
よ
り
「
慶
長
初
年
宇
喜
多
秀
家

士
帳
」３

（
以
下
「
士
帳
」
と
表
記
す
る
）
の
史
料
的
な
位
置
付
け４が
な
さ

宇
喜
多
氏
分
限
帳
編
成
の
意
図

―
　
秀
家
の
新
権
力
基
盤
の
形
成
　
―

寺
尾
克
成
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定
で
き
る
が
、
本
来
軍
事
的
に
均
等
で
あ
る
べ
き
組
の
編
成
が
慶
長
四
年

時
点
に
お
い
て
も
不
均
等
で
あ
る
理
由
の
検
討
は
宇
喜
多
氏
家
臣
団
の
構

造
解
明
の
一
助
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
「
士
帳
」
の
分
析
を

中
心
に
組
の
構
成
差
異
の
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

小
規
模
編
成
の
組
の
形
態

　
「
士
帳
」
に
見
る
各
組
の
構
成
は
（
表
１
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①
～
⑥
の
組
は
戸
川
肥
後
守
等
一
万
石
以
上
の
重
臣
が
率
い
る
も
の

で
、
そ
の
規
模
に
多
少
の
差
異
は
見
ら
れ
る
が
与
力
数
が
百
名
前
後
、
組

ご
と
の
石
高
合
計
は
四
万
石
前
後
。
こ
れ
は
文
禄
期
ま
で
十
八
個
存
在
し

た
組６（
本
稿
に
お
い
て
は
以
後
「
旧
組
」
と
称
す
る
）
が
再
編
、
集
約
化７

さ
れ
た
も
の
で
、
宇
喜
多
氏
の
軍
事
的
中
核
を
担
う
こ
と
が
明
白
な
も
の

で
あ
る
。
一
方
⑦
～
⑫
は
前
述
の
重
臣
が
率
い
る
六
組
と
は
明
ら
か
に
編

成
規
模
の
小
さ
い
組
と
し
て
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
寄
親
の
石
高
は
千

石
か
ら
四
千
石
。
与
力
数
は
一
組
当
た
り
平
均
十
七
名
で
石
高
の
低
い
寄

親
が
少
数
の
与
力
を
率
い
る
形
態
（
以
下
本
稿
で
は
「
小
編
成
組
」
と
表

記
）
を
採
っ
て
い
る
。
小
編
成
組
六
組
の
石
高
合
計
は
二
万
五
千
石
余

（
家
臣
の
総
石
高
の
七
％
強
）、
与
力
数
は
百
三
人
（
家
臣
総
数
の
一
六
％

弱
）
で
戸
川
ら
重
臣
の
一
組
分
よ
り
も
小
規
模
で
あ
る
。
小
編
成
組
与
力

一
人
あ
た
り
の
石
高
は
平
均
四
二
石
（「
士
帳
」
全
体
で
の
平
均
値
は
馬

廻
を
含
め
二
四
〇
石
）
で
小
禄
の
者
が
大
半
で
あ
る
（
百
石
以
上
の
与
力

は
わ
ず
か
六
名
で
百
石
未
満
の
与
力
が
全
体
の
九
五
％
を
占
め
る
）。
小

編
成
組
全
体
で
の
動
員
能
力
は
百
石
四
人
役
で
計
算
し
て
も
千
人
程
度
、

六
組
の
う
ち
四
組
に
鉄
砲
衆
（
四
十
人
）
が
付
属
す
る
が８軍
事
的
に
は
大

き
な
力
に
は
成
り
得
な
い
組
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
「
士
帳
」
に
お
け
る
小
編
成
組
の
加
増
記
載
（
表
２
）
に
着
目

す
る
。
小
編
成
組
の
寄
親
六
名
の
う
ち
浮
田
主
馬
（
№
380
）
と
浮
田
河
内

守
（
№
495
）
を
除
く
四
名
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
か
ら
大
幅
な
加
増

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
小
編
成
組
寄
親
の
加
増
に
よ
る

石
高
の
増
加
割
合
は
平
均
で
三
．
九
倍
。
戸
川
等
重
臣
の
平
均
値
二
．
三

倍
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
重
臣
の
加
増
は
朝
鮮
で
の
家
臣
団
喪
失
の

穴
埋
め
（
軍
役
賦
課
の
転
嫁
）
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る

が９、
小
編
成
組
寄
親
の
加
増
は
軍
役
の
転
嫁
と
は
意
味
合
い
が
相
違
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
当
該
寄
親
は
浮
田
河
内
守
を
除
け
ば
旧

組
の
い
ず
れ
の
寄
親
で
も
な
く
、
ま
た
文
禄
三
年
以
前
の
石
高
も
千
石
程

度
も
し
く
は
更
に
少
禄
で
あ
る
（
浮
田
主
馬
に
関
し
て
は
後
述
）。
重
臣

同
様
に
小
編
成
組
寄
親
に
も
軍
役
転
嫁
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
浮
田
河

内
守
も
含
め
た
全
員
に
加
増
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
が
河
内
守
に
加

増
記
載
は
な
い
。
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（
表
１
）　「

士
帳
」
に
み
る
各
組
の
構
成
・
石
高
分
布

数
字

は
特

に
指

定
の

な
い

も
の

は
石

高
、（

　
　

）
内

は
人

数

所
属

寄
親

与
力

石
高

合
計

（
除

鉄
砲

衆
）

組
付

属
鉄

砲
衆

総
合

計
与

力
石

高
平

均
構

成
比

備
考

石
高

内
訳

小
計

500石
499石

～
99石

～
49石

～
Ｄ

/Ｇ
Ａ

以
上

100石
50石

1石
Ｂ

Ａ
+Ｂ

＝
Ｃ

Ｄ
Ｃ

+Ｄ
＝

Ｅ
Ｅ

/Ｇ

①
戸

川
　

肥
後

守
25,600 

14,295 
（

10）
6,195 
（

33）
914 

（
15）

1,086.5 
（

36）
22,490.5 

（
94）

48,090.5 
（

95）
800 

（
40）

48,890.5 
（

135）

（
土

佐
守

分
　

再
掲

）
120 

（
1）

100 
（

2）
140 

（
5）

360 
（

8）

②
岡

　
越

前
守

23,330 
13,900 
（

10）
4,380 
（

22）
1,040 
（

17）
2,377 
（

86）
21,697 
（

135）
45,027 
（

136）
45,027 
（

136）

③
長

船
　

吉
兵

衛
尉

24,084 
12,700 

（
6）

2,510 
（

17）
1,145 
（

18）
1,690 
（

54）
18,045 
（

95）
42,129 
（

96）
42,129 
（

96）

④
明

石
　

掃
部

頭
33,110 

1,000 
（

1）
1,000 
（

1）
34,110 

（
2）

800 
（

40）
34,910 
（

42）

⑤
浮

田
　

左
京

亮
24,079.1 

10,500 
（

2）
680 

（
4）

390 
（

7）
380 

（
14）

11,950 
（

27）
36,029.1 

（
28）

800 
（

40）
36,829.1 

（
68）

（
一

門
　

再
掲

）
10,000 

（
1）

300 
（

1）
10,300 

（
2）

⑥
花

房
　

志
摩

守
14,860 

670 
（

5）
370 

（
6）

190 
（

6）
1,230 
（

17）
16,090 
（

18）
16,090 
（

18）

①
～

⑥
　

小
計

　
　

　
Ｘ

145,063.1 
（

6）
52,395 
（

29）
14,435 
（

81）
3,859 
（

63）
5,723.5 
（

196）
76,412.5 
（

369）
221,475.6 

（
375）

2,400 
（

120）
223,875.6 

（
495）

207.1 
68.02%

（
54.74%

）

⑦
浮

田
　

主
馬

（
旧

　
浮

田
太

郎
左

衛
門

尉
）

4,360 
710 

（
4）

495 
（

8）
775 

（
24）

1,980 
（

36）
6,340 
（

37）
6,340 
（

37）
55.0 

浮
田

太
郎

左
衛

門
尉

は
集

計
よ

り
除

外

⑧
浮

田
　

菅
兵

衛
尉

4,000 
200 

（
2）

105 
（

2）
370 

（
13）

675 
（

17）
4,675 
（

18）
800 

（
40）

5,475 
（

58）
39.7 

⑨
宍

甘
　

太
郎

兵
衛

尉
（

旧
　

中
村

次
郎

兵
衛

）
1,210 

210 
（

3）
170 

（
5）

380 
（

8）
1,590 
（

9）
1,590 
（

9）
47.5 

中
村

次
郎

兵
衛

は
集

計
よ

り
除

外

⑩
楢

村
　

監
物

3,100 
110 

（
2）

715 
（

22）
825 

（
24）

3,925 
（

25）
800 

（
40）

4,725 
（

65）
34.4 

⑪
明

石
　

久
兵

衛
尉

2,000 
70 

（
1）

400 
（

17）
470 

（
18）

2,470 
（

19）
800 

（
40）

3,270 
（

59）
26.1 

⑫
浮

田
　

河
内

守
4,500 

0 
（

0）
4,500 
（

1）
4,500 
（

1）
5人

の
与

力
全

員
が

⑦
と

重
複

の
た

め
集

計
か

ら
除

外

⑦
～

⑫
　

小
計

　
　

　
Ｙ

19,170 
（

6）
910 

（
6）

990 
（

16）
2,430 
（

81）
4,330 

（
103）

23,500 
（

109）
2,400 

（
120）

25,900 
（

247）
42.0 

7.22%
（

15.91%
）

計
　

　
　

　
　

Ｘ
+Ｙ

＝
Ｚ

164,233.1 
（

12）
52,395 
（

29）
15,345 
（

87）
4,849 
（

79）
8,153.5 
（

277）
80,742.5 
（

472）
244,975.6 

（
484）

4,800 
（

240）
249,775.6 

（
724）

参
考

　「
士

帳
」

総
合

計
164,233.1 

（
12）

109,159.0 
（

88）
37,460.0 
（

177）
5,474.0 
（

89）
9,282.5 
（

319）
161,375.5 

（
673）

325,608.6 
（

685）
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（
表
２
）　
　「
士
帳
」
に
み
る
小
編
成
組
所
属
家
臣
を
中
心
と
し
た
加
増
一
覧

所
属

人
数

「
士

帳
」

記
載

石
高

加
増

　
計

加
増

前
加

増
倍

率
平

均
加

増
石

高
備

考
文

禄
3年

文
禄

4年
文

禄
5年

慶
長

2年
慶

長
3年

慶
長

4年
慶

長
5年

そ
の

他

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｂ

-Ｃ
=Ｄ

（
Ｂ

/Ｄ
）

（
Ｃ

/Ａ
）

（
表

１
）

①
～

⑥
重

臣
組

の
集

計

寄
親

　
分

中
段

（
　

　
）

は
加

増
記

載
に

占
め

る
割

合
下

段
（

　
　

）
は

各
年

ご
と

の
加

増
割

合
（

Ｅ
）

6 
145,063.1 

32,000 
（

24.12%
）

（
39.13%

）

0 
（

0.00%
）

（
0.00%

）

5,000 
（

3.77%
）

（
6.11%

）

0 
（

0.00%
）

（
0.00%

）

19,710 
（

14.86%
）

（
24.10%

）

9,154 
（

6.90%
）

（
11.19%

）

5,919 
（

4.46%
）

（
7.24%

）

10,000 
（

7.54%
）

（
12.23%

）

81,783 
（

61.64%
）

（
100%

）

63,280.1 
2.29 

13,630.5 年
未

詳
の

加
増

7.48%
は

岡
越

前
守

の
10,000石

。「
士

帳
」

加
増

記
載

の
先

頭
に

「
御

加
増

分
」

と
表

記
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

時
期

は
文

禄
3年

と
推

測
で

き
る

。
与

力
　

分
下

段
（

　
　

）
は

加
増

記
載

に
占

め
る

割
合

23 
24,195 

3,500 
（

2.64%
）

370 
（

0.28%
）

980 
（

0.74%
）

730 
（

0.55%
）

4,230 
（

3.19%
）

2,575 
0 

0 
12,385 

11,810 
2.05 

538.5 

（表１）⑦～⑫小編成組の集計

寄親

⑦
 浮

田
　

太
郎

左
衛

門
尉

5,360 
300 

2,000 
1,000 

1,000 
4,300 

1,060 
5.06 

年
未

詳
の

加
増

は
浮

田
太

郎
左

衛
門

尉
の

1,000石
。「

士
帳

」
加

増
記

載
の

先
頭

に
「

御
加

増
分

」
と

表
記

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
時

期
は

文
禄

3年
と

推
測

で
き

る
。

主
馬

は
加

増
な

し
。

集
計

に
含

ま
ず

。
⑦

 浮
田

主
馬

（
4,360）

（
0）

（
4,360）

0.00 

⑧
 浮

田
　

菅
兵

衛
尉

4,000 
1,500 

325 
570 

1,000 
3,395 

605 
6.61 

⑨
 中

村
　

次
郎

兵
衛

3,000 
100 

1,150 
300 

1,000 
2,550 

450 
6.67 

⑨
 宍

甘
　

太
郎

兵
衛

尉
1,210 

300 
400 

400 
1,100 

110 
11.00 

⑩
 楢

村
　

監
物

3,100 
1,540 

500 
2,040 

1,060 
2.92 

⑪
 明

石
　

久
兵

衛
尉

2,000 
500 

500 
1,500 

1.33 
⑫

 浮
田

　
河

内
守

（
4,500）

（
0）

（
4,500）

0.00 
加

増
な

し
、

集
計

に
は

含
ま

ず
石

高
中

段
（

　
　

）
は

加
増

記
載

に
占

め
る

割
合

下
段

（
　

　
）

は
各

年
ご

と
の

加
増

割
合

（
Ｆ

）

6 
18,670 

3,040 
（

2.29%
）

（
21.89%

）

1,025 
（

0.77%
）

（
7.38%

）

4,220 
（

3.18%
）

（
30.39%

）

1,200 
（

0.90%
）

（
8.64%

）

3,400 
（

2.56%
）

（
24.49%

）

0 
（

0.00%
）

（
0.00%

）

0 
（

0.00%
）

（
0.00%

）

1,000 
（

0.75%
）

（
7.20%

）

13,885 
（

10.47%
）

（
100%

）

4,785 
3.90 

2,314.2 

与
力

　
分

下
段

（
　

　
）

は
加

増
記

載
に

占
め

る
割

合

6 
370 

0 
（

0.00%
）

150 
（

0.11%
）

0 
（

0.00%
）

0 
（

0.00%
）

30 
（

0.02%
）

0 
（

0.00%
）

0 
（

0.00%
）

0 
（

0.00%
）

180 
（

0.14%
）

190 
1.95 

30.0 浮
田

河
内

与
力

１
名

に
加

増
が

あ
る

が
浮

田
主

馬
組

の
与

力
と

重
複

し
て

い
る

こ
と

か
ら

集
計

か
ら

は
除

外
。

組
　

合
計

寄
親

　
分

12 
163,733.1 

35,040 
1,025 

9,220 
1,200 

23,110 
9,154 

5,919 
11,000 

95,668 
68,065 

与
力

　
分

29 
24,565 

3,500 
520 

980 
730 

4,260 
2,575 

0 
0 

12,565 
12,000 

馬
廻

２
段

目
の

（
　

）
は

人
数

３
段

目
の

（
　

　
）

は
加

増
記

載
に

占
め

る
割

合
４

段
目

の
（

　
　

）
は

各
年

ご
と

の
加

増
割

合
（

Ｇ
）

87
46,879 

1,405 
（

16）
（

1.06%
）

（
5.75%

）

2,760 
（

25）
（

2.08%
）

（
11.29%

）

2,520 
（

21）
（

1.90%
）

（
10.31%

）

1,550 
（

14）
（

1.17%
）

（
6.34%

）

10,730 
（

43）
（

8.09%
）

（
43.90%

）

3,395 
（

11）
（

2.56%
）

（
13.89%

）

1,990 
（

16）
（

1.50%
）

（
8.14%

）

90 
（

2）
（

0.07%
）

（
0.37%

）

24,440 
（

18.42%
）

（
100%

）

22,439 
2.09 

280.9 宍
甘

太
郎

左
衛

門
（

№
513）

は
宍

甘
太

郎
兵

衛
と

重
複

す
る

も
の

と
し

て
集

計
に

含
ま

ず
。

参
考

「
士

帳
」

全
体

の
加

増
記

載
の

合
計

127 
235,177.1 

39,945 
4,305 

12,720 
3,480 

38,100 
15,124 

7,909 
11,090 

132,673 
102,504 

2.29 
1,044.7 
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森
脇
氏
は
「
直
属
奉
行
人
を
組
頭
へ
と
取
り
立
て
、
ま
た
当
主
側
近
を

多
く
含
む
直
臣
団
を
強
化
し
て
い
く
と
い
う
家
中
編
成
の
方
向
性
」
を
指

摘
、
そ
の
目
的
を
「
秀
家
が
自
由
に
差
配
で
き
る
軍
事
力
の
増
強
を
模
索

す
る
も
の
」
と
さ
れ
、
中
村
次
郎
兵
衛
の
鉄
砲
頭
兼
務
の
事
例
を
「
そ
う

し
た
志
向
性
の
端
的
な
表
出
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る11。
前
段
の
直
属
奉
行

人
の
「
組
頭
」
取
り
立
て
に
関
し
て
は
筆
者
も
同
意
見
で
あ
る
が
、
後
段

の
「
軍
事
力
の
増
強
」
に
関
し
て
は
疑
問
が
残
る
。

　

小
編
成
組
の
寄
親
が
森
脇
氏
の
指
摘
の
と
お
り
直
属
奉
行
人
を
以
っ
て

充
て
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
し
か
し
旧
組
の
寄
親
の
う
ち
六
名
は

慶
長
期
に
は
家
臣
と
し
て
存
在
せ
ず
、
組
も
六
名
の
重
臣
が
率
い
る
形
に

編
成
替
え
さ
れ
た
経
緯
を
見
る
と
、「
秀
家
が
自
由
に
差
配
で
き
る
軍
事

力
の
増
強
」
が
目
的
で
あ
れ
ば
旧
組
の
う
ち
寄
親
欠
員
の
組
に
奉
行
人
を

充
て
れ
ば
効
率
的
に
軍
事
力
の
継
承
が
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、

そ
の
手
法
は
取
っ
て
い
な
い
。
ま
た
小
編
成
組
の
与
力
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
す
べ
て
が
馬
廻
り
か
ら
抽
出
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
旧
組
の
い

ず
れ
か
の
与
力
が
前
職
で
あ
っ
た
者
も
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
組

の
集
約
過
程
に
お
い
て
、
各
組
の
少
禄
の
与
力
が
抽
出
さ
れ
新
た
な
組
が

編
成
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
そ
こ
に
は
軍
事
力
増
強
だ
け
で
な
い
他
の
要

因
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

　
「
士
帳
」
に
は
各
所
に
修
正
、
削
除
、
加
筆
記
載
が
見
ら
れ
、
慶
長
四

年
（
一
五
九
九
）
の
成
立
か
ら
短
期
間
の
う
ち
に
随
時
改
訂
が
な
さ
れ
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
訂
正
記
載
か
ら
「
士
帳
」
編
成
当

初
の
小
編
成
組
の
構
成
を
検
討
す
る
。

二　
「
士
帳
」
編
成
当
初
の
小
編
成
組
寄
親

（
一
）
寄
親
の
異
動
（「
士
帳
」
の
貼
紙
訂
正
記
載
）

　
　
　
（
史
料
１
）11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
石　

文
四
加

437 

此
下
ニ
中
村
次
郎
兵
衛　
　

三
千
石
内　
　

百
五
十
石
文
五
加　

千
石　

文
五
加

三
百
石　

慶
二
加　

千
石　

慶
三
加

如
此
有
つ
て
は
り
紙
し
て
除
キ
宍
甘
太
郎
兵
衛
云
上
ニ
ア
リ

438　

一　

宍
甘
太
郎
兵
衛
尉　
　
　
　
　

千
貮
百
十
石
内

三
百
石　
　

文
四
加

四
百
石　
　

慶
二
加

四
百
石　
　

慶
三
加

（
中
略
）

こ
ゝ
ニ
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447

○　

鉄
砲
衆　

廿
人　

四
百
石　
　
と
阿
り
て
は
り
紙
し
て

448

○　

鉄
砲
衆　

廿
人　

四
百
石　
　
除
き
て
ア
り

（
中
略
）

御
鉄
砲
頭

703　

一　

川
端
丹
後
守 

三
十
九
人

こ
ゝ
ニ
中
村
次
郎
兵
衛
と
有
つ
て
は
り
紙
し
て 

千
五
百
六
十
石

除
て
上
書
ニ
川
端
丹
後
守
書
出
ニ
有
也

（
後
略
）

　
（
史
料
１
）
は
（
表
１
）
⑨
の
宍
甘
太
郎
兵
衛
尉
組
の
冒
頭
部
分
で
あ

る
。
組
を
率
い
る
宍
甘
太
郎
兵
衛
尉
（
№
438
）
の
項
に
は
「
此
下
二
中
村

次
郎
兵
衛
如
此
有
て
は
り
紙
し
て
除
キ
宍
甘
太
郎
兵
衛
書
云
上
ニ
ア
リ
」

と
あ
り
、
中
村
次
郎
兵
衛
尉
（
№
437
）
の
表
記
の
上
に
貼
紙
が
さ
れ
て
宍

甘
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
⑨
宍
甘
組
は
か
つ
て
中
村
次
郎
兵

衛
尉
が
率
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
村
は
家
中
騒
動
の
一
方
の
当
事
者
で

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
上
方
に
お
い
て
戸
川
肥
後
守
以
下
の
重
臣
の
襲

撃
を
受
け
て
宇
喜
多
家
を
退
去11し
て
い
る
。
後
任
と
な
っ
た
宍
甘
は
馬
廻

の
宍
甘
太
郎
左
衛
門
尉
（
№
513
）
が
同
一
人
物
と
推
測11さ
れ
、
中
村
の
退

去
に
伴
い
寄
親
欠
員
の
補
充
と
し
て
馬
廻
か
ら
異
動
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

中
村
は
文
禄
三
年
以
降
の
加
増
で
石
高
が
六
．
七
倍
に
増
加
、
与
力
八

名
の
組
の
寄
親
と
な
り
同
時
に
組
に
四
〇
名
の
鉄
砲
衆
を
配
置
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
鉄
砲
頭
（
三
九
名
の
鉄
砲
衆
付
属
）
を
兼
務
す

る
な
ど
家
中
で
の
異
例
の
累
進
（
権
能
強
化
）
が
見
ら
れ
る
。
中
村
が
秀

家
側
近
で
か
つ
直
属
奉
行
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が11、
与
力
を
含
め
た
中
村
組
の
家
臣
団
内
に
お
け
る
位
置
付

け
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
士
帳
」
の
馬
廻
一
七
二
名
に
は
末
尾
か
ら
十
名
ご
と
に
二
ヶ
所
の
集

計
記
載
が
見
ら
れ
る
。（
表
３
）
は
集
計
記
載
ご
と
の
ま
と
め
で
あ
る
が
、

表
中
Ａ
群
の
十
名
は
寺
町
淡
路
守
（
№
653
）11

を
筆
頭
に
百
石
以
上
の
者
で

構
成
、
う
ち
松
原
久
右
衛
門
（
№
655
）
は
鉄
砲
頭
、
弓
頭
を
兼
務
し
て
い

る
。
石
高
か
ら
見
て
Ａ
群
が
秀
家
の
近
習
的
な
集
団
を
形
成
し
て
い
た
と

推
測
で
き
る
。
一
方
Ｂ
群
は
先
頭
の
伊
藤
四
郎
左
衛
門
（
№
663
）
が
六
百

石
で
あ
る
が
他
は
す
べ
て
三
十
石
以
下
の
下
級
家
臣
で
あ
り
、
伊
藤
を
指

揮
者
と
す
る
秀
家
の
警
護
集
団
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
（
表
３
）
の
二
十
名
が
常
時
秀
家
に
近
侍
す
る
集
団
で
あ
り
戦

時
に
お
け
る
本
陣
構
成
員
と
規
定
で
き
る
。
そ
し
て
当
然
な
が
ら
当
該
集

団
に
中
村
及
び
そ
の
与
力
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
（
史
料
２
）11

態
申
入
候
、
其
方
御
代
官
所
、
於
宮
保
之
内
弐
百
石
、
坂
折
宮
へ
被

成
奉
納
候
ハ
ゝ
、
早
々
神
主
社
僧
中
へ
可
有
御
引
渡
候
、
猶
浮
（
浮
田
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（
表
３
）　「

士
帳
」
馬
廻
に
お
け
る
集
計
記
載
に
よ
る
分
類

分
類

番
号

氏
名

石
高

加
増

記
録

削
除

記
録

集
計

記
載

と
実

際
の

石
高

合
計

の
差

「
士

帳
」

原
本

の
記

載
状

況
（

推
測

）
備

考
文禄3

文禄5

慶長2

慶長3

慶長4

慶長5

加増計

加増前

Ａ

653
寺

町
　

淡
路

守
300

0
300

○
654

松
原

　
丹

後
入

道
150

0
150

○
655

松
原

　
久

右
衛

門
1,000

100 
100 

300 
200 

700
300

○
656

中
村

　
吉

蔵
200

0
200

○
657

浮
多

　
市

介
150

0
150

○
658

辻
　

清
三

郎
150

0
150

○
659

浅
井

　
兵

庫
　

　
150

0
150

△
兵

庫
の

下
に

　「
庄

九
郎

」
追

記
660

大
塚

　
半

右
衛

門
150

0
150

○
661

浮
田

　
熊

150
0

150
○

662
鯰

江
　

清
四

郎
100

50 
50

50
△

内
　

浅
少

九
郎

　
№

662後
に

「
以

上
貮

千
四

百
五

十
石

」
（

2,450石
）

の
集

計
表

記
2,500

50

Ｂ

663
伊

藤
　

四
郎

左
衛

門
600

0
600

線
引

き
あ

り
○

線
引

き
が

削
除

を
意

味
す

る
も

の
か

は
不

明
664

須
々

木
　

行
連

30
0

30
○

665
長

原
　

十
郎

右
衛

門
30

30 
30

0
×

新
知

慶
五

666
甚

助
30

0
30

○
667

三
宅

　
次

郎
左

衛
門

20
0

20
○

668
難

波
　

六
右

衛
門

30
30 

30
0

×
新

知
慶

五
669

安
田

　
彦

七
20

0
20

○
670

寺
尾

　
与

左
衛

門
30

30 
30

0
×

慶
五

新
知

671
升

原
　

孫
兵

衛
20

0
20

線
引

き
「

け
し

て
あ

り
」

表
記

×

672
納

所
　

宗
七

20
0

20
○

№
672後

に
「

以
上

七
百

廿
石

」
（

720石
）

の
集

計
表

記
830

110

①
 「

士
帳

」
の

馬
廻

172名
に

は
末

尾
か

ら
10名

ご
と

に
集

計
記

載
が

あ
る

。
②

 
Ａ

群
10名

の
石

高
合

計
（

2,500石
）

と
集

計
表

記
（

2,450石
）

に
50石

の
差

が
見

ら
れ

る
点

に
つ

い
て

は
、

№
659浅

井
兵

庫
に

追
記

さ
れ

た
「

庄
九

郎
」

と
№

662鯰
江

清
四

郎
に

追
記

さ
れ

た
「

浅
少

九
郎

」
が

同
一

人
物

と
推

測
で

き
る

点
か

ら
、

浅
井

庄
九

郎
の

慶
長

４
年

の
加

増
記

載
（

50石
）

が
後

に
書

き
込

ま
れ

た
可

能
性

が
推

測
で

き
る

。
③

 
Ｂ

群
の

集
計

記
載

の
差

（
110石

）
に

つ
い

て
は

、
№

671の
升

原
孫

兵
衛

（
20石

）
が

線
引

き
で

削
除

さ
れ

て
「

け
し

て
あ

り
」

と
注

記
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、「
士

帳
」

筆
写

時
に

す
で

に
原

史
料

が
削

除
（

原
史

料
作

成
時

に
誤

記
し

て
削

除
）

さ
れ

た
可

能
性

が
大

き
い

。
ま

た
№

665、
668、

670の
慶

長
５

年
の

「
新

知
」（

計
90石

）
が

集
計

表
記

に
反

映
し

て
い

な
い

こ
と

が
推

測
さ

れ
る

。
こ

れ
は

「
士

帳
」

が
慶

長
４

年
の

状
況

を
記

録
し

た
も

の
で

あ
る

例
証

と
も

な
る

。
④

 
Ａ

群
に

つ
い

て
は

、
石

高
が

100石
以

上
の

も
の

ば
か

り
で

構
成

さ
れ

る
点

に
着

目
す

れ
ば

、
秀

家
の

近
習

衆
で

あ
っ

た
と

推
測

で
き

る
。

ま
た

№
655松

原
久

右
衛

門
は

御
鉄

砲
頭

、
御

弓
頭

を
兼

務
し

、
鉄

砲
衆

20人
、

弓
衆

10
人

を
配

下
に

持
つ

こ
と

か
ら

、
秀

家
本

陣
に

鉄
砲

、
弓

が
配

置
さ

れ
て

い
た

こ
と

も
推

測
さ

れ
る

。
⑤

 
Ｂ

群
は

、
Ａ

群
に

比
べ

明
ら

か
に

石
高

が
低

く
別

の
役

割
（

本
陣

の
警

護
等

）
が

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。



國學院雜誌  第 117 巻第 4 号（2016年） — 24 —

太太
郎
左
衛
門
尉
）

郎
左
・
浮
（
浮
田

河河
内
守
）州
へ
申
入
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

三
月
十
六
日　
　
　
　
　

中
村
次
郎
兵
衛
尉

　
　
　
　
　

池
田
助
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　

満
夕　
　
　

御
宿
所

　
（
史
料
２
）
は
家
臣
団
内
に
お
け
る
中
村
の
役
割
を
顕
著
に
示
す
も
の

で
あ
る
。
内
容
は
宇
喜
多
氏
蔵
入
地
で
あ
る
宮
保
（
備
前
国
御
野
郡
）
に

お
い
て
二
百
石
を
坂
折
宮
（
酒
折
宮
＝
現
在
の
岡
山
神
社
）
へ
引
き
渡
す

よ
う
当
地
の
代
官
（
池
田
、
満
夕
）
に
秀
家
の
内
意
を
伝
え
た
も
の
で
あ

る
が
、
同
時
に
末
尾
に
「
浮
太
郎
左
・
浮
河
州
へ
申
入
候
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
蔵
入
地
の
統
括
者11で
あ
る
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
等
へ
も
同
様
の
伝

達
を
行
っ
て
お
り
、
秀
家
か
ら
の
領
国
の
奉
行
衆
へ
の
命
令
伝
達
系
統
上

に
は
中
村
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
中
村
は
大
老
と
し
て
在
京
・
在

坂
機
会
の
多
か
っ
た
秀
家
の
政
務
的
側
近
と
し
て
そ
の
意
志
を
領
国
の
奉

行
人
に
伝
達
、
も
し
く
は
領
国
か
ら
の
報
告
を
秀
家
に
取
り
次
ぐ
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
秀
家
と
家
臣
団
（
特
に
奉
行
衆
）
と
の
結
節
点
と
な
り
得

る
存
在11と
規
定
で
き
る
。
同
時
に
中
村
与
力
八
名
は
政
務
的
な
側
近
た
る

中
村
の
補
佐
役
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
「
士
帳
」
に
お
い
て
中
村
組
が
敢
え
て
馬
廻
の
側
近
集
団
と
別
枠
で
表

記
さ
れ
て
い
る
の
は
軍
事
的
結
合
が
主
と
な
る
従
来
の
側
近
と
は
役
割
の

相
違
す
る
新
側
近
集
団
の
編
成
に
そ
の
理
由
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
家
中
最
小
の
八
名
の
構
成
で
組
が
存
在
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

中
村
へ
の
権
限
集
中
は
特
別
で
そ
の
た
め
に
重
臣
層
の
反
発
を
招
い
た

と
も
言
え
る
が
、
中
村
失
脚
後
そ
の
権
能
は
三
分
割11さ
れ
、
宍
甘
に
は
中

村
の
与
力
だ
け
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
秀
家
は
重
臣
と
の
妥
協
で
中
村

の
軍
事
的
機
能
の
削
減
は
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
旧
中
村
組

（
政
務
的
な
側
近
集
団
）
の
温
存
を
図
っ
て
い
る
。

　

中
村
後
任
の
宍
甘
が
関
ヶ
原
合
戦
に
お
い
て
は
秀
家
に
近
侍
せ
ず
、
岡

山
城
に
在
番
し
て
国
内
の
人
質
徴
収
の
と
り
ま
と
め
の
中
心
的
役
割11
を

担
っ
て
い
た
点
も
、
宍
甘
更
に
は
前
任
の
中
村
の
家
臣
団
内
で
の
役
割
を

端
的
に
表
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
二
）
寄
親
の
代
替
（「
士
帳
」
の
線
引
き
訂
正
記
載
）

　
　
　
（
史
料
３
）11

（
前
略
）

380　
　
　
　
　

主
馬　
　
　
　
　
　
　
　

四
千
三
百
六
十
石

381　

一　

浮
田
太
郎
左
衛
門
尉　
　
　
　

五
千
三
百
六
十
石
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
石　
　

御
加
増　
　

三
百
石　

文
四
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　

貮
千
石　

文
五
加　
　

千
石　
　

慶
三
加

　
　
　

被
召
上

382　

一　

長
原
菅
作　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
百
石
内



宇喜多氏分限帳編成の意図— 25 —

（
中
略
）

河
州
ニ
入

389　

一　

太
田
弥
太
郎　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
五
石

河
州
ニ
入

390　

一　

今
田
三
五
郎　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
石

（
後
略
）

同
様
に
（
表
１
）
⑦
浮
田
主
馬
組
で
も
寄
親
交
代
が
み
ら
れ
る
。（
史

料
３
）
は
「
士
帳
」
の
浮
田
主
馬
組
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
浮
田
太
郎
左
衛

門
尉
（
№
381
）
の
「
太
郎
左
衛
門
尉
」
及
び
石
高
と
加
増
歴
を
線
引
き
で

削
除
し
て
、
横
に
「
主
馬　

四
千
三
百
六
十
石
」
と
追
記
が
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
浮
田
主
馬
組
も
当
初
は
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
組
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
る
。
前
述
の
中
村
同
様
に
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
は
直
属
奉
行
人
の
代

表
的
な
人
物
で
あ
る
。（
表
１
）
か
ら
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
組
は
小
編
成

組
の
先
頭
に
位
置
し
与
力
三
十
六
名
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
記
載
削
除
の

経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
中
村
次
郎
兵
衛
尉
の
退
去
と
関
連
し
て
い
る

こ
と
は
容
易
に
推
測
可
能
で
あ
る
。

浮
田
主
馬
（
№
380
）
に
つ
い
て
は
前
述
の
宍
甘
の
よ
う
に
組
を
引
継
ぎ

寄
親
に
な
る
前
職
が
「
士
帳
」
に
見
ら
れ
な
い
。
石
高
表
示
「
四
千
三
百

六
十
石
」
に
も
加
増
歴
は
な
く
、
逆
に
「
新
知
」
と
い
う
表
示
も
な
い
。

ま
た
森
脇
論
考
①
【
附
表
】
で
も
表
記
さ
れ
ず
直
属
奉
行
人
と
し
て
の
経

歴
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
主
馬
は
家
臣
団
内
で
の
異
動

で
寄
親
に
抜
擢
さ
れ
た
も
の
で
も
新
規
召
抱
え
で
も
な
く
、
浮
田
太
郎
左

衛
門
尉
の
子
（
ま
た
は
一
族
）
と
し
て
そ
の
跡
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る11。
太
郎
左
衛
門
尉
は
領
国
検
地
の
推
進
者
と
し
て
中
村
次
郎
兵

衛
尉
同
様
に
重
臣
に
よ
る
排
斥
対
象
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
秀
家

は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
当
初
蜂
起
し
た
重
臣
と
の
妥
協
に
よ
り
太
郎

左
衛
門
尉
を
致
仕
さ
せ
、
ま
た
長
原
菅
作
（
№
382
）
以
下
の
同
組
与
力
四

名
（
い
ず
れ
も
石
高
百
石
以
上
）11

を
「
被
召
上
」
と
し
て
改
易
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
態11に
追
い
込
ま
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

（
三
）
組
の
分
割
（
浮
田
主
馬
組
与
力
の
分
割
注
記
）

し
か
し
同
時
に
「
士
帳
」
か
ら
秀
家
は
重
臣
蜂
起
に
対
し
て
巻
き
返
し

を
図
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
す
な
わ
ち
⑫
浮
田
河
内
守
組
の
新
設
で

あ
る
。

　
　
　
（
史
料
４
）11

（
前
略
）

495　
　

一　

浮
田
河
内
守　
　
　
　
　
　
　

四
千
五
百
石

496　
　

一　

太
田
弥
太
郎　
　
　
　
　
　
　

六
十
五
石

497　
　

一　

今
田
三
九
郎　
　
　
　
　
　
　

五
十
石

498　
　

一　

庄
屋
与
五
郎　
　
　
　
　
　
　

五
十
石　
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499　
　

一　

寺
尾
彦
兵
衛
尉　
　
　
　
　
　

四
十
石

500　

小
一　

津
嶋
次
郎
太
郎　
　
　
　
　
　

四
十
石
内
丗
石
文
四
加

501　

小
一　

岡
本
権
丞　
　
　
　
　
　
　
　

三
千
弐
百
六
十
五
石
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
七
百
石　

慶
四
加

（
後
略
）

　
（
史
料
４
）
は
「
士
帳
」
の
浮
田
河
内
守
組
の
部
分
で
あ
る
。
五
名11の

与
力
が
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
太
田
弥
太
郎
（
№
496
）
が
（
史
料
３
）
中

の
№
389
と
重
複
し
て
い
る
。
同
様
に
他
の
与
力
四
名
も
す
べ
て
主
馬
組
与

力
と
重
複
し
更
に
組
の
集
計
記
載
も
な
い
。

浮
田
主
馬
組
与
力
の
ほ
と
ん
ど
に
「
主
馬
ニ
入
」「
河
州
ニ
入
」
な
ど

編
成
替
え
と
お
ぼ
し
き
記
載
が
み
ら
れ
る
。（
表
４
）
は
そ
れ
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
が
、
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
組
が
主
馬
組
に
継
承
さ
れ
る
過

程
に
お
い
て
与
力
（
改
易
さ
れ
た
四
名
を
除
く
三
十
二
名
）
の
う
ち
二
十

名
が
主
馬
組
に
残
り
、
十
一
名
が
河
内
守
組
に
異
動
し
て
い
る
（
一
名
は

不
明
）。
河
内
守
組
は
旧
組
を
継
承
し
た
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
「
士
帳
」

編
成
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
で
も
な
い
。
こ
れ
は
奉
行
人
経
歴
が

皆
無
の
主
馬
が
小
編
成
組
で
は
最
大
の
三
十
二
名
の
与
力
を
率
い
る
負
担

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
戸
川
、
岡
な
ど
重
臣
層
の
実
力
行
使
に
対
抗
し

う
る
者
を
新
た
に
寄
親
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
河
内
守

は
旧
組
の
う
ち
の
一
つ
を
率
い
た
寄
親
で
、
組
の
集
約
時
に
馬
廻
に
編
入

さ
れ
た
重
臣
で
あ
り
、
か
つ
て
は
戸
川
ら
と
同
格
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に

直
属
奉
行
人
と
し
て
も
広
く
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
適
任
者
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。

「
士
帳
」
に
み
る
馬
廻
の
先
頭
は
石
高
か
ら
見
て
も
（
史
料
４
）
中
の

岡
本
権
之
丞
（
№
501
）
で
あ
る
が
、
本
来
の
馬
廻
の
先
頭
は
浮
田
河
内
守11

で
あ
り
河
内
守
と
岡
本
は
表
記
が
連
続
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
河
内
守

組
が
新
設
さ
れ
る
に
あ
た
り
浮
田
主
馬
組
か
ら
異
動
と
な
っ
た
与
力
が
河

内
守
と
岡
本
の
記
載
の
間
に
途
中
ま
で
追
記11さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
河
内
守
組
に
も
組
別
集
計
記
載
が
な
い
理
由
を
こ
の
点
に
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
小
編
成
組
の
権
能
（
家
臣
団
内
の
位
置
付
け
）

　
（
表
１
）
⑧
浮
田
菅
兵
衛
尉
（
№
411
）
も
直
属
奉
行
人
と
規
定
さ
れ
る11

人
物
で
あ
る
。
⑩
楢
原
監
物
（
№
449
）
と
⑪
明
石
久
兵
衛
尉
（
№
475
）
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
は
家
臣
団
内
の
位
置
付
け
が
史
料
に
よ
り
確
認
で
き

な
い
が
、「
士
帳
」
に
お
け
る
⑦
浮
田
主
馬
、
⑨
宍
甘
両
組
の
寄
親
の
修

正
記
載
等
か
ら
六
つ
の
小
編
成
組
の
う
ち
少
な
く
と
も
四
組
は
直
属
奉
行

人
が
率
い
た
組
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　

そ
し
て
小
編
成
組
の
寄
親
に
関
し
て
、
森
脇
氏
が
「
相
次
ぐ
加
増
に

よ
っ
て
直
属
奉
行
人
を
組
頭
へ
と
取
り
立
て
」11

と
規
定
し
た
点
は
、（
表
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（表４）　浮田主馬　組　（旧　浮田太郎左衛門尉　組）の再編成
番号 氏名 石高 役職 新編成表記 加増計 加増前 重複 貼紙・訂正 異動後　区分

380 浮田　太郎左衛門尉 5,360 旧寄親 4,300 1,060 線引により削除
（主馬を追記）

「士帳」から線
引きにより削除

381 浮田　主馬 4,360 寄親 0 4,360 

浮田太郎左衛門
尉5360石を線で
消し、主馬を追
記

寄親として追記

382 長原　菅作 200 被召上 0 200 線引により削除　
「被召上」 石高から旧浮田

太郎左衛門尉組
の幹部と推測。
太郎左衛門尉失
脚に連座するか
たちでの「被召
上」と推測

383 岡本　太郎 200 被召上 0 200 線引により削除　
「被召上」

384 浮田　弥三兵衛尉 160 被召上 0 160 線引により削除　
「被召上」

385 楢原　宗八 150 被召上 0 150 線引により削除　
「被召上」

388 大畠　小右衛門尉 70 0 70 不明

408 東　助右衛門尉 30 主（主馬か） 0 30 

浮田主馬の与力
へ編入（残留）

409 東　藤介 30 主（主馬か） 0 30 

410 次田　三郎次郎 30 主（主馬か） 0 30 

411 福田　三兵衛尉 30 主（主馬か） 0 30 

412 下山　弥一 30 主（主馬か） 0 30 

386 下山　神吉 80 主馬 40 40 

387 周藤　弥平次 80 主馬 30 50 

392 松井　九郎兵衛 50 主馬 0 50 

393 橋本　又兵衛尉 50 主馬 20 30 

394 片山　神介 40 主馬 0 40 

396 浮田　助兵衛尉 40 主馬 0 40 

397 橋本　与五郎 40 主馬 0 40 

398 平島　孫一郎 40 主馬 0 40 

400 花房　平蔵 40 主馬 0 40 

402 立石　与兵衛尉 30 主馬 0 30 

403 難波　与三郎 35 主馬 0 35 

405 牧　神次郎 30 主馬 0 30 

414 大倉　治兵衛尉 30 主馬 0 30 

415 山神　与五郎 30 主馬 0 30 

417 北原　新三郎 20 主馬 0 20 

389 太田　弥太郎 65 河州 0 65 ●

浮田河内守の与
力へ編入

390 今田　三九郎 50 河州 0 50 ●

391 庄屋　与五郎 50 河州 0 50 ●
三九郎を線引き
し　与五郎　追
記

395 寺尾　彦兵衛尉 40 河州 0 40 ●

399 津島　次郎太郎 40 河州 30 10 ●

401 福本　平左衛門尉 30 河州 0 30 

404 長崎　与兵衛尉 30 河州 0 30 

406 今田　三十郎 30 河州 0 30 

407 貴志田　三丞 30 河州 0 30 

413 市井　神右衛門尉 30 河州 0 30 

416 萩原　源五郎 20 河州 0 20 
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２
）
の
Ｅ
，
Ｆ
，
Ｇ
行
の
比
較
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
重
臣

の
加
増
は
主
に
軍
役
転
嫁
で
あ
り
、
そ
の
余
波
は
慶
長
三
年
（
一
五
九

八
）
以
降
は
馬
廻
に
も
及
ん
で
い
る
が11、
小
編
成
組
寄
親
に
つ
い
て
は
加

増
期
間
の
前
半
に
集
中
。
加
増
前
石
高
の
少
な
さ
か
ら
見
て
も
軍
役
転
嫁

と
は
一
線
を
画
す
加
増
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
小
編
成
組
の
寄

親
へ
の
加
増
と
は
、
新
た
に
寄
親
に
就
け
、
領
国
経
営
の
中
枢
に
参
画
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
家
臣
団
内
で
の
家
格
上
昇
の
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
文
禄
以
前
は
戸
川
ら
と
同
格
の
寄
親

で
あ
っ
た
浮
田
河
内
守
（
格
上
げ
の
必
要
が
す
で
に
な
い
）
だ
け
に
加
増

が
み
ら
れ
な
い
点
も
そ
の
例
証
と
言
え
よ
う
（
浮
田
土
佐
に
つ
い
て
は
後

述
）。そ

の
編
成
時
期
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
以
降
で
あ
り
、
寄
親
が
直

属
奉
行
人
で
あ
る
こ
と
と
少
禄
（
平
均
四
二
石
）
の
与
力
が
少
数
付
属
す

る
点
か
ら
も
か
ら
小
編
成
組
は
軍
事
的
増
強
は
受
け
つ
つ
も
平
時
に
お
い

て
は
民
生
、
農
政
を
主
務
と
す
る
組11で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。小

編
成
組
成
立
の
契
機
と
し
て
推
測
さ
れ
る
の
は
文
禄
検
地
で
あ
ろ

う
。
赤
穂
郡
真
殿
村
の
例
か
ら
検
地
奉
行
は
直
属
奉
行
人11で
あ
る
が
、
実

際
の
作
業
に
つ
い
て
は
よ
り
下
級
の
家
臣
が
動
員
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
こ
れ
ら
実
務
者
が
検
地
と
い
う
広
範
囲
、
長
期
の
作
業
を
通
じ

て
農
政
専
門
家
と
し
て
育
成
、
組
織
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
禄
検

地
終
了
後
も
こ
れ
ら
実
務
者
が
本
来
の
所
属
に
戻
ら
ず
、
旧
組
の
再
編
に

合
わ
せ
て
小
編
成
組
与
力
に
組
織
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
中

村
組
の
役
割
に
つ
い
て
は
考
察
し
た
が
、
そ
の
他
の
小
編
成
組
の
役
割
も

明
確
す
る
必
要
が
あ
る
。

三　

小
編
成
組
に
よ
る
在
地
へ
の
関
わ
り

　
　
　
（
史
料
５
）11

　
　

尚
々
、
從
富
（
戸
川
肥
後
守
）

肥
可
被
申
候
へ
共
、
今
ほ
と
彼
是
被
取
亂
候

間
、
我
等
よ
り
申
事
ニ
候
、
已
上
、

備
中
東
三
須
百
姓
公
役
之
事
、
給
人
衆
あ
ま
た
有
之
付
而
、
百
姓
衆

そ
も
〳
〵
に
て
郷
役
難
成
之
由
候
、
互
之
為
に
て
候
間
、
各
々
談
合

候
て
、
佐
野
新
右
衛
門
方
ニ
可
被
仰
付
候
、
此
上
ニ
何
角
申
者
候

ハ
、
堅
可
被
申
究
候
、
恐
々
謹
言
、

　

文
（
一
五
九
六
）

五
申　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
（
岡
市
之
丞
）

市　

　
　

正
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
雅
（
花
押
）

　
　
　
　
　

大
（
大
森
藤
左
衛
門
尉
）

藤
左
ま
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

（
史
料
５
）
は
従
来
の
寄
親
与
力
の
関
係
を
通
し
て
の
在
地
へ
の
関
わ
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り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
東
三
須
は
備
中
窪
屋
郡
（
総
社
市
南
部
で
宇
喜

多
領
の
西
端
）
に
所
在
。
給
人
知
行
地
錯
綜
の
た
め
公
役
の
賦
課
に
難
渋

し
た
結
果
、
寄
親
間
の
「
談
合
」
に
よ
り
在
地
の
有
力
者
で
あ
る
佐
野
新

右
衛
門
に
一
括
賦
課
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
宛
所
の
「
大
藤
左
」

は
戸
川
組
与
力
の
大
森
藤
左
衛
門
尉
（
№
23
）
で
東
三
須
の
給
人
の
一
人

と
見
ら
れ
る
。
発
給
者
の
「
岡
市
」
は
同
じ
く
戸
川
組
の
有
力
与
力
で
あ

る
岡
市
之
丞
（
№
3
）
で
「
従
富
肥
（
戸
川
肥
後
守
）
可
被
申
候
へ
共
」

の
文
言
か
ら
戸
川
の
代
理
と
し
て
行
動
、
す
な
わ
ち
寄
親
か
ら
の
ラ
イ
ン

に
よ
る
決
定
事
項
の
伝
達
が
な
さ
れ
て
い
る
。
東
三
須
の
給
人
衆
の
す
べ

て
が
戸
川
与
力
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
談
合
」
は
各
給
人

の
寄
親
で
あ
る
重
臣
に
よ
る
も
の
で
、
談
合
結
果
は
再
び
各
組
の
ラ
イ
ン

で
伝
達
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
寄
親
が
与
力
に
対
し
て
の
年
貢
・
公
役
の
賦
課
徴
収
に
係
る
監

督
責
任
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と11か
ら
も
必
要
に
迫
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
組
を
横
断
的
に
跨
ぐ
案
件
に
は
寄
親
間
で
の
談
合
（
合
議
）
が
な

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
地
域
は
異
な
る
が
新
た
な
動
き
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
（
史
料
６
）11

北
庄
原
田
之
内
萬
掟
之
事

一　

新
荒
者
不
及
申
古
荒
迄
も
可
成
程
ハ
作
可
被
申
付
事

一　

高
處
御
陣
夫
可
被
相
定
事

一　

逐
電
人
悉
引
返
可
被
申
付
事

一　

藪
せ
ひ
と
う
堅
可
被
申
付
事

　
　
　

附
竹
の
子
壹
本
ニ
て
も
折
取
候
ハ
ゝ
可
為
曲
事
事

一　

田
畠
作
心
不
入
百
姓
秋
才
遣
間
敷
事

右
之
通
先
々
堅
可
被
申
渡
候
以
上

　
　
　

卯
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

浮
田
菅
兵
衛
宗
勝

　
　

尾
坂
右
兵
衛
殿

（
史
料
６
）
は
浮
田
菅
兵
衛
発
出
の
「
掟
」
で
あ
る
。
宛
所
の
尾
坂
右

兵
衛
は
菅
兵
衛
の
与
力
で
尾
坂
孫
次
郎
（
№
422
）
の
父
に
あ
た
る11。
し
ら

が
氏11は
年
代
を
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
と
比
定
し
た
う
え
で
分
限
帳

で
の
菅
兵
衛
と
尾
坂
の
関
係
に
注
目
し
、「
軍
事
編
成
で
あ
る
寄
親
―
寄

子
の
関
係
を
通
じ
て
農
政
に
関
す
る
「
掟
」
が
在
地
へ
伝
達
」
と
し
「
農

政
機
構
が
未
成
立
」
と
指
摘
す
る
。
光
成
氏11は
「
秀
家
が
組
頭
（
寄
親
）

を
通
じ
て
、
組
の
構
成
員
（
寄
子
）
に
対
し
て
、
村
落
統
治
の
方
針
を
徹

底
し
よ
う
と
し
て
い
た
」
と
し
（
た
だ
し
光
成
氏
は
菅
兵
衛
組
の
性
格
に

関
し
て
は
述
べ
て
お
ら
れ
な
い
）、
こ
の
掟
を
「
領
国
全
体
に
適
用
さ
れ

る
基
本
法
」
と
評
価
。
一
方
で
森
脇
論
考
②
の
【
附
表
】
で
は
「
慶
長
２

（
一
五
九
七
）
カ
」
と
比
定
し
て
お
り
年
代
に
つ
い
て
意
見
の
分
か
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。（
表
２
）
か
ら
菅
兵
衛
の
累
進
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
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四
）
以
降
で
あ
り
天
正
二
十
年
時
点
で
尾
坂
が
与
力
と
し
て
預
け
ら
れ
て

い
た
と
は
考
え
に
く
い
。「
高
處
（
麗
）
御
陣
夫
」
の
文
言
か
ら
朝
鮮
へ

の
出
兵
を
控
え
た
時
期
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
新
荒
」
等
の
文
言
に
み

る
よ
う
に
村
落
疲
弊
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
か
ら
も
文
禄
で

は
な
く
慶
長
の
役
を
控
え
た
慶
長
二
年
四
月
の
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
。

北
庄
原
田
は
現
在
の
久
米
郡
美
咲
町
原
田
一
帯
で
そ
の
石
高
は
約
一
五

〇
〇
石
で
複
数
の
給
人
知
行
地
が
含
ま
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る11が
、
尾

坂
右
兵
衛
の
本
拠
は
神
目
（
現
久
米
南
町
の
南
端
）
と
考
え
ら
れ
原
田
と

は
十
キ
ロ
以
上
南
方
に
位
置
し
て
い
る
。「
士
帳
」
か
ら
そ
の
石
高
が
五

十
五
石
で
あ
る
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
尾
坂
は
原
田
を
知
行
し
て
い
た
と

は
考
え
に
く
く
、
当
該
掟
を
そ
の
地
を
領
す
る
給
人
と
し
て
受
け
て
は
い

な
い
こ
と
に
な
る
。
逆
に
「
先
々
堅
可
被
申
渡
候
」
の
文
言
か
ら
尾
坂
は

「
先
々
」
へ
の
掟
の
伝
達
者
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
先
々
」
と

は
原
田
を
領
す
る
各
給
人
で
は
な
く
在
地
の
有
力
者
で
あ
っ
た
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
（
史
料
６
）
は
直
属
奉
行
人
か
ら
そ
の
与
力
に
対

し
て
発
せ
ら
れ
た
政
策
の
伝
達
命
令
で
あ
り
、
給
人
単
位
で
は
な
く
郷
村

を
単
位
と
し
て
区
域11を
ま
と
め
て
直
接
在
地
へ
伝
達
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

森
脇
論
考
②
で
は
直
属
奉
行
人
の
活
動
形
態
を
「
単
独
よ
り
も
二
～
三

名
で
の
活
動
が
目
立
ち
、
し
か
も
事
案
ご
と
に
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
改
変

さ
れ
て
い
る
」
と
規
定
。
領
国
経
営
の
企
画
、
立
案
や
秀
家
の
意
図
を
政

策
化
す
る
点
は
重
臣
か
ら
直
属
奉
行
人
の
専
管
事
項
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
決
定
事
項
の
在
地
へ
の
伝
達
・
施
行
に
関
し
て
は
小

編
成
組
与
力
が
そ
の
任
に
当
た
っ
た
と
考
え
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。

重
臣
合
議
制
か
ら
集
権
的
な
領
国
経
営
へ
の
移
行
を
図
る
秀
家
に
と
っ

て
文
禄
慶
長
期
は
そ
の
過
渡
期
に
当
た
り
、
直
属
奉
行
人
と
在
地
へ
の
直

接
的
な
伝
達
経
路
と
な
る
小
編
成
組
を
自
己
の
権
力
の
施
行
装
置
と
し
て

重
臣
に
よ
る
「
談
合
」
を
排
し
て
（
史
料
５
）
か
ら
（
史
料
６
）
に
見
ら

れ
る
体
制
の
転
換
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
戸
川
肥
後
守

が
「
秀
家
御
仕
置
に
て
ハ
国
家
不
相
立
」11

と
批
判
し
た
「
仕
置
」
と
は
こ

の
新
体
制
そ
の
も
の
で
あ
り
、
大
名
権
力
の
在
地
へ
の
直
接
的
な
浸
透
、

介
入
に
対
す
る
重
臣
層
の
危
機
感
の
表
れ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
編
成
組
の
役
割
か
ら
「
士
帳
」
は
旧
組
を
再
編
し
た
重
臣
が
率
い
る

軍
事
主
体
の
組
と
直
属
奉
行
人
が
率
い
る
領
国
統
治
機
構
と
し
て
の
組
と

い
う
機
能
の
相
反
す
る
二
種
類
の
組
を
併
記
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
奉
行
人
個
人
の
力
量
及
び
秀
家
と
の
関
係
だ
け
に
依
存
す
る
こ
と

な
く
、
小
編
成
組
を
職
制
上
に
お
い
て
も
活
動
の
法
的
根
拠
を
与
え
家
臣

団
内
に
お
け
る
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
新
た
に
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
秀

家
の
権
力
基
盤
の
維
持
強
化
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
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う
。

四　

小
編
成
組
の
地
域
割　

―　

浮
田
土
佐
守
組
の
存
在　

―

最
後
に
「
士
帳
」
に
お
け
る
両
組
併
記
の
原
則
か
ら
小
編
成
組
の
地
域

割
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。「
士
帳
」
の
戸
川
組
末
尾
に
は

「
土
佐
守
分
」（
表
１
）
の
土
佐
守
再
掲
分
と
し
て
別
枠
で
八
名
（
№
88
～

95　

三
六
〇
石
）
の
家
臣
が
列
記
さ
れ
集
計
記
載
で
は
戸
川
組
に
含
ま
れ

て
い
る
。「
士
帳
」
に
は
土
佐
守
の
受
領
名
を
持
つ
者
の
表
記
は
な
い
が
、

戸
川
組
解
体
後
の
与
力
（
十
一
名
）
の
異
動
先
注
記
に
は
「
土
佐
ニ
入
」

等
の
記
載
が
あ
り
「
土
佐
守
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
一
方
「
士
帳
」
と
同
系
統11の
「
備
前
國
主
宇
喜
多
中
納
言
秀
家
卿
之

着
到
」11

末
尾
の
寄
親
一
覧
に
は
戸
川
肥
後
守
の
後
ろ
に
実
在
し
な
い
「
戸

川
土
佐
守
」11

の
記
載
が
見
ら
れ
る
の
と
同
時
に
支
城
一
覧
に
は
「
鍛
冶
屋

山　

信
原
土
佐
守
」
の
表
記
が
み
ら
れ
る
。
信
原
（
延
原
）
土
佐
守
（
本

稿
に
お
い
て
は
以
下
「
浮
田
土
佐
守
」
で
表
記
す
る
）
は
浮
田
姓
を
与
え

ら
れ
た
直
属
奉
行
人
と
規
定
さ
れ11赤
穂
真
殿
村
の
検
地
奉
行
な
ど
各
方
面

で
の
活
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
「
士
帳
」
に
は
表
記
が
見
ら
れ
な

い11。

（
表
１
）
か
ら
「
土
佐
守
分
」
八
名
は
そ
の
構
成
、
石
高
が
前
述
の
宍

甘
組
や
浮
田
河
内
守
組
な
ど
小
編
成
組
の
与
力
の
規
模
に
類
似
し
て
い

る
。
ま
た
「
士
帳
」
編
成
の
基
本
的
方
向
性
で
あ
る
両
組
併
記
の
観
点
か

ら
も
「
土
佐
守
分
」
と
は
直
属
奉
行
人
で
あ
る
浮
田
土
佐
守
を
寄
親
と
す

る
小
編
成
組
が
も
う
一
つ
あ
り
戸
川
組
に
属
す
る
と
い
う
変
則
的
な
形
で

存
在
し
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
戸
川
、

岡
、
長
船
と
続
く
家
臣
団
重
臣
序
列
の
中
に
あ
っ
て
戸
川
、
岡
組
の
間
に

浮
田
土
佐
守
組
が
記
載
さ
れ
る
と
い
う
不
自
然
さ
か
ら
後
世
の
筆
写
の
過

程
で
土
佐
守
部
分
の
記
載
が
削
除
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
土
佐
守
の
与
力
八
名
が
戸
川
組
に
付
随
し
て
い
る
と
い
う
形
態
か

ら
、
土
佐
守
組
は
戸
川
肥
後
守
が
移
封
さ
れ
た
児
島
郡
担
当
の
小
編
成
組

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宇
喜
多
時
代
の
児
島
郡
の
石
高
は
約
四
万
石

（
こ
の
う
ち
戸
川
の
知
行
は
約
二
～
三
割
相
当
）
と
推
測11さ
れ
、
八
名
の

与
力
は
浮
田
土
佐
守
指
揮
に
よ
り
児
島
郡
内
に
お
い
て
戸
川
領
、
他
の
給

人
知
行
地
等
の
区
分
を
超
え
た
横
断
的
な
在
地
支
配
を
担
当
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
児
島
の
地
域
性11か
ら
戦
時
に
お
い
て
は
戸
川
の
指
揮
下

に
入
る
よ
う
定
め
ら
れ
「
士
帳
」
の
戸
川
組
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

浮
田
土
佐
守
組
与
力
個
々
の
担
当
区
域
は
不
明
だ
が
、
四
万
石
を
八
名

で
担
当
し
て
い
た
こ
と
か
ら
単
純
計
算
で
与
力
一
名
は
約
五
千
石
相
当
の
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区
域
を
担
当
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。（
表
１
）
か
ら
小
編
成
組
の
全

与
力
数
は
一
〇
三
名
（
浮
田
土
佐
組
を
含
み
宍
甘
組
は
除
く
）
で
あ
り
、

約
四
十
七
万
石11の
領
国
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
た
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
各
小
編
成
組
は
国
若
し
く
は
郡
を
単
位
と
し
て
担

当
区
域
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
担
当
区
域
の
石
高
の
差
が
各
組
の
与
力
数

の
差
に
表
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
重
臣
層
の
秀
家
へ
の
反
発
は
直
属

奉
行
人
と
小
編
成
組
と
を
通
じ
て
在
地
へ
の
秀
家
権
力
の
横
断
的
介
入
へ

の
嫌
悪
が
そ
の
一
因
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め

　

文
禄
、
慶
長
期
の
宇
喜
多
氏
は
長
期
外
征
に
よ
る
家
臣
損
失
の
復
旧

（
軍
役
確
保
）
と
豊
臣
政
権
か
ら
の
過
重
な
軍
役
賦
課
を
果
た
し
得
る
領

国
支
配
体
制
の
構
築
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
た
。
秀
家
は
軍
役
確
保

を
重
臣
へ
転
嫁
し
、
そ
の
役
割
を
軍
事
面
に
特
化
す
る
こ
と
で
結
果
と
し

て
領
国
経
営
の
中
枢
か
ら
彼
ら
を
遠
ざ
け
る11こ
と
に
な
る
が
、
新
た
な
権

力
基
盤
と
し
て
直
属
奉
行
人
を
そ
の
跡
に
参
画
さ
せ
、
自
ら
の
意
志
決
定

を
従
前
の
寄
親
経
由
の
給
人
単
位
か
ら
郷
村
を
単
位
と
し
た
在
地
へ
直
接

伝
達
、
施
行
す
る
小
編
成
組
（
行
政
機
構
）
の
整
備
を
も
合
わ
せ
て
行
う

こ
と
に
よ
り
集
権
化
を
推
進
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
文
禄
・
慶

長
期
の
宇
喜
多
家
臣
団
は
重
臣
が
率
い
る
軍
事
組
織
と
秀
家
直
轄
の
集
権

的
な
領
国
統
治
機
構
が
並
立
す
る
形
態
に
改
変
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
、

「
士
帳
」
は
こ
の
統
治
機
構
を
家
臣
団
内
の
職
制
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

を
明
文
化
・
制
度
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
士
帳
」
に
見
ら
れ
る
組
の

構
成
の
差
異
は
そ
れ
を
端
的
に
表
し
た
も
の
と
あ
っ
た
と
規
定
で
き
よ

う
。
そ
の
背
景
に
は
慶
長
三
年
の
秀
吉
と
重
臣
長
船
紀
伊
守
の
死
が
影
響

し
て
い
る
。
最
大
の
庇
護
者
と
家
中
に
お
け
る
有
力
な
調
停
者
の
相
次
ぐ

喪
失
が
秀
家
を
し
て
新
た
な
権
力
基
盤
の
強
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
江
戸
期
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
「
邪
智
」11

あ
る
君
側
の
奸
を

重
用
し
国
政
を
壟
断
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
相
違
し
た
改
革
者
と
し

て
の
秀
家
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注１ 

大
西
泰
正　
『
豊
臣
期
の
宇
喜
多
氏
と
宇
喜
多
秀
家
』（
岩
田
選
書　

地
域
の
中
世

七　

岩
田
書
院　

二
〇
一
〇
年　

以
下
「
大
西
著
書
①
」
と
表
記
す
る
）、
同

『「
大
老
」
宇
喜
多
秀
家
と
そ
の
家
臣
団　

続
豊
臣
期
の
宇
喜
多
氏
と
宇
喜
多
秀
家
』

（
岩
田
書
院　

二
〇
一
二
年
）、
同
『
宇
喜
多
秀
家
と
明
石
掃
部
』（
岩
田
書
院　

二

〇
一
五
年
）

２ 

森
脇
崇
文
「
豊
臣
期
大
名
権
力
の
変
革
過
程
―
備
前
宇
喜
多
氏
の
事
例
か
ら
―
」

（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
二
五　

二
〇
一
一
年
）　

以
下
「
森
脇
論
考
①
」
と
表
記
す

る
。）、
同
「
宇
喜
多
氏
分
限
帳
の
分
析
試
論
―
諸
写
本
の
比
較
検
討
か
ら
―
」（『
史

敏
』
九　

二
〇
一
一
年
）　

以
下
「
森
脇
論
考
②
」
と
表
記
す
る
。）、
同
「
豊
臣
期
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宇
喜
多
氏
の
構
造
的
特
質
」（『
待
兼
山
論
叢
』
第
四
六
号
史
学
篇　

二
〇
一
二
年
）　

以
下
「
森
脇
論
考
③
」
と
表
記
す
る
。）

３ 

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵　
「
加
越
能
文
庫
」
所
収
。

４ 

森
脇
論
考
②

５ 

筆
者
「
文
禄
・
慶
長
期
に
お
け
る
宇
喜
多
氏
家
臣
団
の
構
造
―
分
限
帳
の
分
析
か

ら
見
る
重
臣
層
の
負
担
―
」（『
國
學
院
雜
誌
』
一
一
六
巻
三
号　

二
〇
一
五
年
）。

な
お
、
当
該
稿
の
提
出
後
に
「
森
脇
論
考
③
」
に
接
し
た
た
め
、
拙
稿
が
宇
喜
多

氏
分
限
帳
の
内
容
分
析
の
先
鞭
を
付
け
た
旨
の
表
記
を
し
て
し
ま
っ
た
が
、「
森
脇

論
考
③
」
こ
そ
が
そ
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
点
自
ら
の
研

究
史
の
把
握
、
分
析
の
拙
さ
を
恥
じ
入
る
と
と
も
に
、
森
脇
氏
に
は
お
詫
び
申
し

上
げ
た
い
。

６ 

「（
文
禄
三
年
）
四
月
十
六
日
付　

岡
越
前
守
他
十
七
名
宛
宇
喜
多
秀
家
判
物
」（「
遠

藤
家
文
書
」（『
岡
山
県
古
文
書
集
』（
以
下
『
岡
古
』
と
表
記
）
第
四
輯
一
三
七
頁
））

７ 

註
5
拙
稿

８ 

各
組
付
属
の
鉄
砲
衆
（
四
十
人
、
八
百
石
）
は
小
編
成
組
だ
け
に
増
強
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、（
表
１
）
か
ら
重
臣
で
あ
る
明
石
、
浮
田
左
京
亮
組
に
も
配
置

さ
れ
て
い
る
（
戸
川
組
へ
の
配
置
に
関
し
て
は
後
述
）。
明
石
は
与
力
の
付
属
が
な

い
も
の
で
あ
り
、
浮
田
に
つ
い
て
は
「
士
帳
」
編
成
の
慶
長
期
か
ら
新
た
に
組
を

指
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
寄
親
経
験
の
浅
い
ケ
ー
ス
に
対
し
て
の
補
強
と
考
え
ら

れ
、
家
臣
団
全
体
を
俯
瞰
し
た
上
で
の
も
の
で
あ
り
、
小
編
成
組
特
有
の
も
の
と

は
言
え
な
い

９ 

註
5
に
同
じ

10 

森
脇
論
考
③

11 

註
3
に
同
じ
。
ま
た
史
料
中
の
人
名
等
に
付
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
筆
者
に
よ

る
。
人
名
に
付
し
た
数
字
は
「
士
帳
」
に
お
け
る
各
家
臣
の
表
記
位
置
を
わ
か
り

や
す
く
す
る
た
め
、
先
頭
に
記
さ
れ
た
戸
川
肥
後
守
を
１
と
し
て
以
後
連
番
を
付

し
て
い
る
。
な
お
当
該
数
字
は
各
組
等
に
付
属
す
る
「
鉄
砲
衆　

四
十
人
」
等
に

も
付
し
て
い
る
。

12 

家
中
騒
動
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
中
村
次
郎
兵
衛
尉
は
『
鹿
苑
日
録
』
第
三
巻

（
慶
長
五
年
正
月
八
日
条
）
に
宇
喜
多
氏
重
臣
の
襲
撃
に
よ
り
死
亡
し
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
大
西
著
作
①　

第
三
部
第
三
章
に
よ
り
中
村
が
後
に
前
田
家
に
仕
え
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

13 

宍
甘
太
郎
兵
衛
尉
（
№
438
）
と
宍
甘
太
郎
左
衛
門
尉
（
№
513
）
は
石
高
は
と
も
に

一
二
一
〇
石
。
加
増
歴
は
共
に
文
禄
四
年
三
〇
〇
石
、
慶
長
二
年
四
〇
〇
石
、
慶

長
三
年
四
〇
〇
石
で
あ
り
、
通
称
の
一
部
「
兵
衛
」
と
「
左
衛
門
」
の
み
が
相
違
。

こ
れ
は
追
記
ま
た
は
写
し
の
際
の
誤
記
ま
た
は
誤
写
と
推
測
で
き
両
者
は
同
一
人

物
と
考
え
ら
れ
る
。

14 

大
西
著
書
①
第
三
部
第
三
章
及
び
森
脇
論
考
①

15 

寺
町
淡
路
守
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
。「
士
帳
」
に
お
け
る
寺
町
姓
は
淡
路
守
だ
け

で
あ
る
。
た
だ
し
「
言
経
卿
記
」
天
正
十
六
年
二
月
十
九
日
条
（『
大
日
本
古
記

録
』）
に
は
、「
宇
喜
多
宰
相
殿
御
内
」
の
寺
町
光
直
（
孫
右
衛
門
尉
）
が
自
亭
に

て
連
歌
を
催
し
、
宇
喜
多
忠
家
を
始
め
長
船
、
岡
等
の
宇
喜
多
重
臣
も
参
加
。
ま

た
同
年
三
月
二
十
日
条
で
は
梅
庵
で
の
連
歌
会
の
参
加
者
に
宇
喜
多
重
臣
と
共
に

光
直
の
名
が
見
ら
れ
る
。
光
直
と
淡
路
守
の
関
係
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
が
、

参
加
者
の
構
成
か
ら
光
直
は
秀
家
の
代
理
と
し
て
の
出
席
が
推
測
さ
れ
、
ま
た
京

に
自
邸
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
寺
町
氏
は
秀
家
側
近
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

16　

 『
黄
薇
古
簡
集
』
巻
第
六　

城
府
六
（
上
之
町
福
岡
屋
弥
十
郎
所
蔵
）

17 

森
脇
論
考
①

18 
「
年
未
詳
十
一
月
三
日
付
寺
町
淡
路
守
宛
氏
未
詳
直
吉
書
状
」（「
備
中
吉
備
津
神
社

文
書
」『
岡
古
』
第
二
輯
二
四
五
頁
）
で
は
、
秀
家
近
習
の
寺
町
淡
路
守
に
よ
る
吉

備
津
神
社
で
の
祈
祷
（
お
そ
ら
く
秀
家
の
代
参
で
あ
ろ
う
）
の
復
命
を
直
吉
な
る

人
物
が
取
り
次
い
で
い
る
。
森
脇
氏
は
「
森
脇
論
考
①
」
註
68
に
お
い
て
、
直
吉

を
中
村
次
郎
兵
衛
と
規
定
し
て
お
り
筆
者
も
同
意
見
で
あ
る
。
秀
家
近
習
で
あ
っ
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て
も
業
務
関
連
の
復
命
は
中
村
を
介
す
る
と
い
う
流
れ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
見

る
こ
と
は
で
き
る
。

19 

（
史
料
１
）
か
ら
御
鉄
砲
衆
頭
は
川
端
丹
後
守
（
№
703
）
に
交
代
。
ま
た
中
村
組
付

属
の
鉄
砲
衆
は
「
は
り
紙
に
て
除
き
」
と
あ
る
よ
う
に
組
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
る
。

配
属
先
は
不
明
だ
が
馬
廻
の
戸
川
玄
蕃
允
（
№
503
）
だ
け
に
不
自
然
に
鉄
砲
衆
が

付
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
関
連
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

20 

「（
慶
長
五
年
）
九
月
十
日
付
宍
甘
四
郎
左
衛
門
他
九
名
宛
宇
喜
多
秀
家
書
状
写
」

（「
新
出
沼
元
家
文
書
」
八
号　
『
久
世
町
史
』
資
料
編
第
一
巻
所
収
）

21 

註
11
に
同
じ

22 

浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
の
知
行
は
家
中
騒
動
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

千
石
を
減
じ
た
形
で
主
馬
に
継
承
さ
せ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

23 

小
編
成
組
の
与
力
の
う
ち
百
石
以
上
の
者
は
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
組
に
四
名
と
浮

田
菅
兵
衛
尉
組
に
二
名
の
み
。
こ
の
う
ち
太
郎
左
衛
門
尉
組
の
四
名
は
全
員
「
被

召
上
」
と
し
て
太
郎
左
衛
門
尉
に
連
座
す
る
形
で
知
行
を
召
上
げ
ら
れ
た
と
推
測

で
き
る
。

24 

長
原
菅
作
は
「
慶
長
五
年
八
月
四
日
付
宇
喜
多
秀
家
知
行
宛
行
状
写
」（『
黄
薇
古

簡
集
』
巻
第
八　

上
道
郡
長
原
村
長
原
元
吉
古
所
蔵
）
に
よ
り
百
石
の
加
増
を
受

け
て
お
り
、
宇
喜
多
氏
に
帰
参
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
時
期
は
重
臣
退

去
後
が
妥
当
で
あ
り
、
長
原
等
の
「
被
召
上
」
が
秀
家
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

25 

註
3
に
同
じ

26 

浮
田
河
内
守
組
の
最
後
に
記
載
さ
れ
る
津
島
次
郎
太
郎
（
№
500
）
に
は
「
小
」
が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
津
島
は
浮
田
太
郎
左
衛
門
組
（
後
の
浮
田
主
馬
組
）
か
ら
河

内
守
組
に
異
動
し
て
お
り
、「
小
」
の
表
記
は
筆
写
の
過
程
に
お
け
る
誤
記
と
推
測

さ
れ
る
。

27 

岡
本
権
之
丞
の
知
行
は
三
二
六
五
石
（
慶
長
四
年
の
一
七
〇
〇
石
加
増
を
含
む
）、

文
禄
期
ま
で
は
寄
親
を
務
め
て
い
た
が
浮
田
河
内
守
同
様
に
馬
廻
に
編
入
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
河
内
守
の
知
行
は
四
五
〇
〇
石
で
家
臣
団
内
の
序
列
は
河
内
守
が

上
位
で
あ
り
、
馬
廻
の
先
頭
は
河
内
守
で
岡
本
は
二
番
手
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

28 

浮
田
主
馬
組
か
ら
浮
田
河
内
守
組
へ
の
異
動
与
力
は
十
一
名
で
あ
る
が
、
追
記
さ

れ
て
い
る
の
は
五
名
の
み
。
他
の
六
名
の
記
載
が
漏
れ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ

る
が
、
家
中
騒
動
再
燃
に
よ
る
混
乱
、
も
し
く
は
森
脇
論
考
②
で
指
摘
さ
れ
る
分

限
帳
の
使
用
下
限
に
至
り
追
記
が
中
断
し
後
世
に
写
し
が
伝
わ
っ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
推
測
で
き
る
。

29 

森
脇
論
考
①

30 

註
10
に
同
じ
。

31 

註
5
に
同
じ
。

32 

森
脇
論
考
③
で
は
、
家
中
騒
動
後
と
見
ら
れ
る
戸
川
肥
後
守
、
浮
田
太
郎
左
衛
門

尉
組
の
与
力
改
変
注
記
に
着
目
さ
れ
、
戸
川
組
が
解
体
さ
れ
た
の
に
対
し
、
浮
田

組
が
「
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
る
形
で
、
彼
と
立
場
が
近
い
組
頭
二
名
に
相
続
さ
れ

て
い
る
の
は
、
こ
の
組
が
軍
事
以
外
に
も
何
ら
か
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
た
め
だ

ろ
う
か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

33 

註
29
に
同
じ
。

34 

「
備
中
佐
野
家
文
書
」（『
岡
古
』
第
三
輯
二
六
九
頁
）。
同
書
解
題
に
よ
れ
ば
佐
野

家
は
備
中
窪
屋
郡
三
須
郷
の
旧
族
で
近
世
は
蒔
田
藩
の
庄
屋
を
世
襲
。
戦
国
期
は

備
中
守
護
代
石
川
氏
の
被
官
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
石
川
氏
の
滅
亡
に

際
し
て
帰
農
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

35 

「
文
禄
三
年
十
月
七
日
付
定
書
案
」（「
難
波
文
書
」
三
五
号
『
岡
山
県
史
』
第
二
十

巻
家
わ
け
史
料
三
五
頁
）

36 

『
美
作
古
簡
集
註
解
』
巻
之
九　

三
六
頁
（
上
神
目
村
小
坂
四
郎
右
衛
門
所
蔵
）。

な
お
、
同
書
で
は
史
料
の
年
代
を
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
と
比
定
し
て
い
る
。

37 
尾
坂
（
小
坂
）
氏
は
近
世
に
お
い
て
久
米
郡
神
目
（
現
久
米
南
町
）
で
大
庄
屋
を

務
め
た
家
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
宇
喜
多
氏
改
易
後
は
帰
農
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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同
家
所
蔵
文
書
（
註
36
に
同
じ
）
の
う
ち
「（
慶
長
五
年
カ
）
七
月
二
十
四
日
付
浮

田
菅
兵
衛
宛
秀
家
判
物
」
に
よ
れ
ば
、
尾
坂
右
兵
衛
は
引
退
後
京
に
在
住
し
て
い

た
が
息
子
孫
三
郎
（
孫
次
郎
）
の
「
曲
事
」（
家
中
騒
動
に
連
座
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
）
に
よ
り
出
頭
し
菅
兵
衛
に
「
預
置
」
か
れ
て
い
た
が
、
赦
免
さ
れ
「
如
前

其
方
（
菅
兵
衛
）
與
力
二
仕
」
と
い
う
よ
う
に
菅
兵
衛
与
力
に
復
帰
し
て
い
る
様

子
が
伺
え
る
。

38 

し
ら
が
康
義
「
戦
国
豊
臣
期
大
名
宇
喜
多
氏
の
成
立
と
崩
壊
」（『
岡
山
県
史
研
究
』

六
号　

一
九
八
四
年
二
月
）

39 

光
成
準
治
「
中
・
近
世
移
行
期
に
お
け
る
村
落
統
治
と
法　

―
備
前
・
美
作
国
を

中
心
に
―
」（『
年
報
赤
松
氏
研
究
』
第
三
号　

二
〇
一
〇
年
）。
な
お
『
美
作
古
簡

集
註
解
』
巻
之
五　

一
五
四
頁
（
籾
山
村
田
口
氏
所
蔵
）
に
は
当
該
掟
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
の
田
口
藤
左
衛
門
宛
の
菅
兵
衛
の
掟
が
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
光
成
氏
は

同
稿
に
お
い
て
田
口
氏
所
蔵
文
書
の
信
憑
性
に
疑
義
を
呈
し
て
お
ら
れ
史
料
と
し

て
は
採
用
し
て
い
な
い
。
筆
者
も
こ
の
点
に
関
し
て
は
光
成
氏
と
同
意
見
で
あ
る
。

40 

原
田
は
近
世
に
お
い
て
東
村
、
中
村
、
西
村
に
分
か
れ
て
お
り
『
旧
高
旧
領
取
調

帳
』
に
よ
れ
ば
各
村
の
旧
高
は
四
五
九
石
、
五
一
九
石
、
五
六
二
石
（
い
ず
れ
も

一
石
未
満
は
省
略
）。
ま
た
「
慶
長
四
年
二
月
六
日
付
戸
川
肥
後
守
宛
宇
喜
多
秀
家

知
行
宛
行
状
写
」（「
秋
元
興
朝
氏
所
蔵
文
書
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

影
写
本
）

か
ら
戸
川
に
加
増
さ
れ
た
四
九
六
五
石
の
中
に
久
米
南
条
郡
原
田
六
百
石
が
含
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
慶
長
の
役
の
影
響
で
原
田
に
六
百
石
相
当
の
闕
所
地
が
生
じ
て

い
た
こ
と
は
わ
か
る
（
当
該
闕
所
地
が
複
数
の
給
人
知
行
地
か
単
独
の
も
の
で

あ
っ
た
か
は
不
明
）。
一
方
で
戸
川
に
宛
行
わ
れ
な
か
っ
た
（
闕
所
地
で
は
な
い
）

部
分
が
九
百
石
相
当
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
複
数
の
給
人
知
行
地
が
混
在

し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

41 

明
確
な
史
料
は
な
い
が
各
小
編
成
組
ご
と
に
政
策
施
行
の
担
当
区
域
が
定
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
は
類
推
は
で
き
る
。
小
編
成
組
与
力
の
知
行
地
や
活
動
区
域
を
個
別

に
解
明
し
て
い
く
こ
と
で
組
編
成
や
担
当
区
域
分
け
の
基
準
の
解
明
が
期
待
で
き

る
が
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

42 

「（
慶
長
五
年
）
八
月
十
八
日
付
戸
川
達
安
書
状
案
」（「
水
原
岩
太
郎
氏
所
蔵
文
書
」

『
岡
古
』
第
三
輯
三
三
一
頁
）

43 

森
脇
論
考
②

44 

永
山
卯
三
郎
編
『
吉
備
郡
史
』
中
巻
（
名
著
出
版　

復
刻
）
所
収

45 

『
寛
永
諸
家
系
図
傳
』
第
十
一
（
藤
原
氏　

癸
十
一　

支
流　

戸
川
）、『
寛
政
重
修

諸
家
譜
』
巻
十
五
（
巻
九
百
七
十
三　

藤
原
氏
支
流　

戸
川
）
で
は
肥
後
守
（
達

安
）
の
子
正
安
が
土
佐
守
を
称
し
て
い
る
。「
備
前
國
主
宇
喜
多
中
納
言
秀
家
卿
之

着
到
」
で
は
土
佐
を
正
安
と
比
定
し
て
い
る
が
、
前
述
の
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

で
は
正
安
の
生
年
は
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
で
あ
り
「
士
帳
」
編
成
時
に
は

存
在
し
て
い
な
い
。

46 

森
脇
論
考
①

47 

森
脇
論
考
③
に
お
い
て
、
氏
は
「
土
佐
ニ
入
」
の
土
佐
守
を
浮
田
内
蔵
丞
（
№
649
）

（
馬
廻
二
百
石
）
と
推
測
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
浮
田
土
佐
守
は
浦
上
宗
景
旧

臣
の
出
身
、
宇
喜
多
氏
服
属
後
は
備
中
の
鍛
冶
山
城
在
番
と
し
て
対
毛
利
の
最
前

線
を
勤
め
た
武
将
で
も
あ
り
、
そ
の
石
高
が
慶
長
期
に
至
っ
て
二
百
石
と
い
う
点

は
不
自
然
で
あ
る
。
森
脇
論
考
①
に
お
い
て
延
原
氏
は
代
々
父
が
土
佐
守
、
子
が

内
蔵
丞
の
官
途
を
継
承
し
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
来
「
士
帳
」
に

は
浮
田
土
佐
守
と
内
蔵
丞
父
子
が
其
々
表
記
さ
れ
て
い
て
、
父
で
あ
る
土
佐
守
の

表
記
だ
け
が
後
に
削
除
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

48 

『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
に
よ
れ
ば
児
島
郡
の
石
高
は
四
九
，
一
三
九
石
（
一
石
未
満

省
略
）。
こ
の
う
ち
近
世
の
児
島
湾
干
拓
に
よ
り
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
十
一
か

村
、
一
〇
，
一
九
七
石
（
一
石
未
満
省
略
）
を
除
く
三
八
，
九
四
二
石
が
宇
喜
多

時
代
の
石
高
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
児
島
に
お
け
る
戸
川
領
は
「
文
禄
三
年
九
月

十
二
日
付
富
川
肥
後
守
宛
宇
喜
多
秀
家
知
行
宛
行
状
写
」（「
秋
元
興
朝
氏
所
蔵
文

書
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

影
写
本
）
か
ら
移
封
さ
れ
た
本
知
が
七
五
三
〇
石

（
一
九
．
三
％
）、
同
時
に
加
増
さ
れ
た
七
千
石
（
児
島
、
美
作
、
備
中
）
の
大
半
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が
仮
に
児
島
内
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
も
三
五
％
程
度
と
推
測
さ
れ
る
。

49 
当
時
の
児
島
は
離
島
で
一
島
で
一
郡
を
形
成
。
旧
毛
利
領
で
あ
り
中
国
国
切
に
よ

り
宇
喜
多
領
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

50 

「
慶
長
三
年
大
名
帳
」（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
五
輯
上　

武
家
部　

所
収
）

51 

註
５
に
同
じ

52 

「
備
前
軍
記
」（『
吉
備
群
書
集
成
』
第
三
輯
）
で
は
、
長
船
紀
伊
守
、
中
村
次
郎
兵

衛
、
浮
田
太
郎
左
衛
門
尉
を
「
み
な
邪
智
あ
り
し
者
な
り
」
と
表
記
し
、
永
く
人

物
像
と
し
て
固
定
し
て
い
た
が
、
大
西
著
書
①
（
第
三
部
第
三
章
）
に
よ
り
固
定

概
念
は
払
拭
さ
れ
て
い
る
。


